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論文の内容の要旨

本研究は、怒り感情がもっ機能・役割の中で、特に..自尊感情を守る"という役割に着目して、その役割

を発揮する怒り対処としての“見返す"ということを取り上げる。そして、“見返す"という心理的活動が

どのような機能と構造を持ち、どのように消長するのか、関連する状況要因・個人要因を検討した上で、新

たな怒り対処として見返し対処の有効性を実証することであった。

(対象と方法)

本研究は、第 l章から第4章において先行研究の概観と理論的検討を行い、第5章から第8章で設定した

11の研究課題について、大学生1.448名を対象に実証的検討を行った。各研究目的により、面接調査、質問

紙調査の質的および量的方法が採用された。

(結果)

第5章(研究 1、研究 2)では、面接調査によって認知・感情・行動面から見返しプロセスの特徴を精査

した結果、見返しと仕返しの意味的、機能的対照性が示された。第6章では、質問紙調査(場面想定法、想

起法)により怒り対象者との上下関係(研究 3)、傷つきの程度(研究 4)、自標関連性(研究 5)の検討を行っ

た。その結果、見返し対処がとられやすい状況として、自身にとって重要な文脈であること、怒り経験によ

る自己の傷つきが大きく影響することが示された。第7章では、質問紙調査(場面想定法)により本来感・

自己愛傾向(研究 6)、ハーデイネス(研究 7)、怒り喚起・持続傾向(研究 8) の検討を行った。その結果、

本来感、自己確信、主導性、ハーデイネスなどの肯定的自己要因の高さが見返し対処と関連することが明ら

かになった。第8章では、質問紙実験(場面想定法)によって見返し対処の怒り感情低減効果と自尊感情回

復効果(研究 9)、対人適応への影響(研究 10)、想起j去によって怒り対象者との親密度と怒り経験による問

題の解治度(研究 11)の検討をそれぞれ行った。その結果、見返し対処は怒り感情のもつ“自尊感情を守る"

役割を発揮する可能性のある対処であること、対人適応的であること、怒り経験時に生じた問題も解消され

やすいことが示された。
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(考察)

第9章では 11の研究で得られた知見を整理・総括し、その学問的意義や社会的・臨床的意義について考

察した。さらに、本研究の知見の娘界を示すとともに、今後の展望と検討課題を提示した。

(結論)

見返し対処は、怒り感情のもつ役割のひとつである“自尊感情を守る"という機能を発揮する怒り対処で

あることが示された。見返し対処は、個人にとって重要な文脈で傷つきの大きい場合にとられることが多く、

その背景には、怒り経験を自己成長の機会だと捉え、積極的に行動する特性や自己の行動について肯定的・

確信的に捉える特性が関連している。そして、怒り感情低減、自尊感情回復、対人適応において、その有効

性が示された。以上の結果により、見返し対処は怒り感情の役割を発揮する適応的な怒り対処であり、新た

な怒り対処としての可能性が示された。

審査の結果の要旨

怒り感情は、従来から臨床心理学、健康心理学領域において、社会的不適応や心身の不健康をもたらすリ

スク要因として検討されてきた。本研究は、“見返し対処“という新たな概念を導入し、怒り感情の適応的

側面を実証的に示したという点で独創性が示されている。すなわち、見返し対処は、怒り感情のもつ役割の

ひとつである“自尊感情を守る"という機能を発揮する怒り対処であることを実証的に明らかにした。これ

は不適応的側面のみが注目されてきた怒り感情の適応的側面に着目することで、従来とは異なる怒り対処法

を見出せる可能性を示唆するものであり、今後の怒り対処に対する臨床心理学アプローチに新たな視点を提

供したと言える。しかしながら、“悔しさ"といった怒り感情の類似感情との関連あるいは差違が不明確で

ある点、“仕返し対処"との関連を単純化しすぎている点などの理論的整理がやや不十分であり、方法も質

問紙法や場面想定法などの単純な手法に留まっているため、より精綴な手法の検討が望まれる。また、対象

者がすべて大学生であるということもあり、本知見の一般化には慎重であることが求められよう。これらの

点を踏まえても、本研究は博士論文として十分な水準に達しており、十分な学術的価値を有するものと評価

できる。

平成24年1月12日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、

関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。

よって、著者は博士(心理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。

821 


	0820
	0821

